
議決権行使レポート 

 

証券コード 9729 

会社名 株式会社トーカイ 

 

 賛成 反対 棄権 

第 1号議案 剰余金の処分の件  〇  

第 2号議案 取締役(監査等員である取

締役を除く。)8名選任の件 

   

小野木 孝二 氏  〇   

浅井 利明 氏 〇   

白木 元朗 氏 〇   

広瀬 章義 氏 〇   

松野 英子 氏 〇   

浅野 智義 氏 〇   

小里 孝 氏 〇   

川村 治夫 氏 〇   

第 3号議案 監査等委員である取締役 1

名選任の件 

   

 宇野 裕 氏 〇   

 

上記の推奨をした理由 

 

第 1号議案 剰余金の処分の件 反対 

 

トーカイの配当性向は 2021年 3月期は 19.5%、2022年 3月期は 25.5%と 6%増加し

た。そして 2023年 3月期は 34.6%にまで増加する。(図 1参照)今期予想 PER が同業社の

平均よりも下回っている状況において、この急激な配当の増加は財政状態を悪化させるリ

スクが高いと考えられる。2023年 3月時点の同社の ROEは 7.5%、自己資本比率は

73.7%とかなり安全な財務状態だと言えるが、発行済み株式総数が①35,226,228株である

ことと、FCFが②約 23億円であること、一株当たりの配当金の増加額が 318円であるこ

とを考えると、①×③÷②=0.27となり FCFの約 4分の 1も配当金の増加が占めることに

なる。よってハイリスクだと判断した。 

 



 

(図 1 1株あたり配当金/配当性向の推移 第 68回定時株主総会招待ご通知および株主

総会資料より ) 

 

 

第 2号議案 取締役(監査等員である取締役を除く。)8名選任の件 全員賛成 

 

小野木 孝二 氏：41年間トーカイで勤務しており、業界の知見と経営の知識がトーカイ

の企業価値向上に寄与すると判断した。 

 

浅井 利明 氏：トーカイの病院関連事業などにおいて事業本部長などを務め、マネジメ

ントにおける活躍が期待されると判断した。 

 

白木 元朗 氏：グループ会社である株式会社トーカイ(四国)の代表取締役社長であり、

日本国内の地域間での連携を円滑にすることが期待されると判断した。 

 

広瀬 章義 氏：グループ会社である株式会社サカタの代表取締役社長であり、グループ

会社との連携に寄与すると判断した。 

 

松野 英子 氏：グループ会社であるたんぽぽ薬局株式会社の取締役代表であり、調剤サ

ービスの知見を活かし企業価値向上に寄与すると判断した。今回の取締役唯一の女性であ

り、女性の社会参加を支援しているというイメージ向上も期待される。 

 



浅野 智義 氏：グループ会社であるトーカイフーズ株式会社の元取締役社長であり、リ

ーダシップやマネジメントの観点で企業価値向上に寄与すると判断した。 

 

小里 孝 氏：地方金融機関である株式会社十六銀行などで取締役の経験があり、財政の

観点で企業価値向上に寄与すると判断した。 

 

川村 治夫 氏：外資系金融機関でのキャリアを持ち、投資案件などに関して貢献が期待

されると判断した。 

 

 

第 3号議案 監査等委員である取締役 1名選任の件 賛成 

 

 宇野 裕 氏：国家公務員と事業会社の取締役社長というキャリアを持ち、社会全体を踏

まえた視点で企業価値向上に貢献できると判断した。 

 


